現場代理人の兼務に係る特記仕様書
１　趣旨
本工事は、現場代理人の兼務に関する取扱い（以下「兼務に関する取扱い」という。）に基づく現場代理人兼務対象工事であり、工事請負契約書別記第１０条第３項に基づき現場代理人について工事現場における常駐を要しないものとする。
２　兼務できる工事
（１）　兼務に関する取扱い１に規定する工事について、本工事を含む２件の工事で現場代理人を兼務できるものとする。
（２）　兼務できるのは、原則として２件の工事場所が市内にある場合に限る。
３　兼務の条件
（１）　受注者は現場代理人を兼務させる各々の工事の連絡員を定め、現場代理人が作業期間中に工事現場を離れる場合は、連絡員を工事現場に常駐させ発注者との連絡に支障を生じさせないこと。
（２）　現場代理人は一方の工事に偏ることなく、適切に工事現場の運営、取締りを行うこと。
４　手続き
（１）　受注者は現場代理人を兼務させようとする場合は、「現場代理人の兼務届」に兼務させようとする他方の工事の位置図、工程表を添付し発注者に提出すること。
（２）　受注者は施工計画書の作成に当たっては、「現場代理人の兼務届」の内容を緊急時連絡系統図等に反映させるほか、その他の項目についても他の工事と兼務することを考慮した内容とすること。
現場代理人の兼務届
平成　　年　　月　　日
発注者　滝沢市長　　　　　　　　様
受注者　住所
氏名
下記のとおり２件の工事について現場代理人を兼務させたいので、届出します。
記
１　現在従事している工事
	発注機関
	

	工事名
	

	工事場所
	

	工期
	

	請負金額
	

	工事概要
	

	現場代理人
	氏名
	連絡先

	連絡員
	氏名
	連絡先


２　今後従事させたい工事
	発注機関
	

	工事名
	

	工事場所
	

	工期
	

	請負金額
	

	工事概要
	

	連絡員
	氏名
	連絡先


注１：上記１と２それぞれの監督職員あて提出すること。
注２：兼務させようとする他方の工事の位置図、工程表を添付すること。
注３：各工事の連絡員は複数名でも構わない。
